秩父市出産祝金交付要綱

（趣旨）

第１条　この要綱は、市の次代を担う子どもの出産及び子育てを支援することにより、出産及び子育てに係る世帯の経済的負担を軽減し、もって子どもの健全な育成に資することを目的として、秩父市出産祝金（以下「祝金」という。）を交付することについて必要な事項を定めるものとする。

（交付対象者）

第２条　祝金の交付の対象となる者は、第５条の規定による申請を行う日（以下「申請日」という。）において市の住民基本台帳に引き続き１年以上記載されている者で、自己若しくは妻（届出をしないが事実上婚姻関係と同様の事情にある者を含む。）の出産に伴い子を養育することとなった父又は母（出生した子を養育する父又は母がいないときは、当該子を養育する者）とする。

２　前項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する者は、交付対象者としないものとする。

(1) 市税等を滞納している者（配偶者を含む。）
(2) その他市長が適当でないと認める者

　（交付対象となる子）

第３条　祝金の交付の対象となる子は、出生の日から申請日まで市の住民基本台帳に引き続き記載されている子とする。

（祝金の種類及び額）

第４条　祝金の種類は、次に掲げるものとし、祝金の額は、次の各号に掲げる区分に応じ、交付対象となる子１人につき当該各号に定める額を合算した額とする。

(1) 子どもの出産を祝う出産祝金　１０万円

(2) 紙おむつ、おしりふきその他の消耗品の購入を支援する子育て応援金　２万円

　（祝金の交付申請）

第５条　祝金の交付を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、交付対象となる子の出生の日から１年を経過する日までに秩父市出産祝金交付申請書兼請求書（様式第１号）を市長に提出しなければならない。

　（祝金の交付決定）

第６条　市長は、前条の申請書の提出を受けたときは、速やかにその内容を審査し、祝金を交付すべきものと認めたときは、秩父市出産祝金交付決定通知書（様式第２号）により、祝金を交付すべきでないと認めたときは秩父市出産祝金不交付決定通知書（様式第３号）により当該申請者に通知するものとする。

　（祝金の返還）

第７条　市長は、祝金の交付決定を受けた者が偽りその他不正な手段により祝金の交付決定又は交付を受けたものと認めたときは、祝金の交付決定を取り消し、又は既に交付した祝金を返還させることができる。

　（その他）

第８条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。

　　　附　則

（施行期日等）

１　この要綱は、公布の日から施行し、令和３年４月１日から適用する。

（経過措置）

２　この要綱の施行の際現に秩父市乳児おむつ購入費助成金交付要綱（平成２９年秩父市告示第１８３号）の規定による秩父市乳児おむつ購入費助成金の交付決定又は交付を受けている者に対する第４条第２号に規定する子育て応援金の額は、同号の規定にかかわらず、同号に規定する額から秩父市乳児おむつ購入費助成金の交付決定額を減じた額とする。

